






































根を張る屋と書いて屋根と読む。

古代の住居は、屋根＝壁＝つまり躯体＝家

根を張る屋と書 て屋根と読む。

雨露をしのぐ

風を防ぐ

寒さ・暑さを防ぐ寒さ 暑さを防ぐ

外敵から守る



やねの役割やねの役割

群馬県黒井峯遺跡の竪穴式住居の屋根は

勾配が30度

厚さ5センチの粘土葺き厚さ5センチの粘土葺き

にがりを入れて練り固め

補強と断熱のために 下地と外側面に芧を張ってサンドイッチ補強と断熱のために、下地と外側面に芧を張ってサンドイッチ



やねの役割

■多彩になった屋根の様式（形）

やねの役割



やねの役割やねの役割

■6つの基本性能



やねの役割やねの役割

■5つの2次的性能



やねの役割やねの役割

■屋根の性能と屋根造り内容との関係



やねの役割やねの役割

■目的や地域によって異なる屋根の納め方

屋根の形状による違い（切り妻・寄せ棟・入母屋・方形・その他）

瓦の形による違い（本葺き瓦・和形桟瓦・S形瓦・F形瓦・その他）

建物用途による違い（寺院・武家屋敷・城郭・商家・農家・長屋・住宅・その建物用途による違い（寺院 武家屋敷 城郭 商家 農家 長屋 住宅 その

他）

建築様式による違い（和風・和洋折衷・洋風・建物の外観スタイルによる）

地域による違い（温暖・多雪・強風・多雨・激震など気候や地質の違いによる）地域による違い（温暖 多雪 強風 多雨 激震など気候や地質の違いによる）

地方による違い（暮らしの慣習・気質・文化の違いによる）



やねの役割やねの役割

■地域によって異なる屋根の納め方

温暖地域 いわゆる表日本といわれる地域
東北の太平洋側・関東・東海・近畿・四国・九州東北の太平洋側 関東 東海 近畿 国 九州

強風地域 房総半島・伊豆半島・紀伊半島・四国の太平洋側
九州の海岸線全域 沖縄など離島九州の海岸線全域・沖縄など離島

激震地域 関東・東海・北陸・近畿・山陰・三陸激震地域 関東 東海 北陸 近畿 山陰 陸

多雪地域 いわゆる裏日本といわれる地域
東北の日本海側 北陸 山陰 近畿や中部の内陸部東北の日本海側・北陸・山陰・近畿や中部の内陸部


